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奈良時代
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問1 7世紀から9世紀にかけて、日本が律令などの進んだ制度や仏教文化を直接学ぶために、たびたび使節を派遣した中国の王朝は
どこか。 （2018年　大阪公立入試　類似）

1.  漢 2.  魏 3.  唐 4.  宋

問2 奈良時代、聖武天皇の身の回りの品々や、大仏開眼供養に用いられた儀式用の道具など、当時の国際色豊かな宝物を数多く収
めていた、東大寺にある高床式の倉庫を何と呼びますか。 （2018年　山形公立入試　類似）

1.  正倉院 2.  法隆寺夢殿 3.  唐招提寺金堂 4.  平等院鳳凰堂

問3 律令制度の下で実施された班田収授法では、6歳以上の男女に口分田が与えられました。この口分田の面積に応じて課され、収
穫高の約3％にあたる稲を地方の諸国にある倉庫に納めた税を何と呼びますか。 （2019年　大阪公立入試　類似）

1.  租 2.  調 3.  庸 4.  雑徭

問4 律令制度の基本原則の一つである土地制度について述べた次の文の空欄に適する語句の組み合わせを選びなさい。「律令国家
は、戸籍に登録された6歳以上の男女に対して（　①　）を分け与え、死後に国へ返還させる班田収授の法を実施した。しか
し、人口の増加に伴い支給する土地が不足したため、政府は743年に新しく開墾した土地の永久私有を認める（　②　）を制
定し、土地の不足を解消しようとした。」 （2019年　神奈川県公立入試　類似）

1.  ① 口分田　② 墾田永年私財法 2.  ① 公田　② 三世一身の法 3.  ① 宅地　② 公地公民の法 4.  ① 墾田　② 班田収授の法

問5 8世紀の奈良時代に完成した『日本書紀』は、日本の国家形成において重要な役割を果たしました。この書物が編纂された主な
目的として最も適切なものはどれですか。 （2018年　広島公立入試　類似）

1.  天皇を中心とする朝廷が日本を
統治する正当性や、国家の成り立
ちを対内外に示すため

2.  平安時代に栄えた貴族社会の恋
愛模様や、かな文字による文学的
表現を後世に伝えるため

3.  鎌倉時代に武士が台頭する中
で、和歌の伝統を守るために優れ
た歌を収集・整理するため

4.  江戸時代に海外から入ってきた
医学の知識を翻訳し、人体の構造
を明らかにするため

問6 聖武天皇が、都に東大寺を、全国に国分寺や国分尼寺を建立することを命じた背景にある目的として、最も適切な説明はどれ
ですか。 （2022年　香川公立入試　類似）

1.  仏教の力を用いて、疫病や災害
などの社会不安を解消し、国家の
安定を図るため

2.  遣唐使を廃止し、日本独自の国
風文化を全国に浸透させるため

3.  墾田永年私財法によって得られ
た余剰資金を管理する拠点を作る
ため

4.  地方の豪族を仏教勢力として組
織化し、武力によって蝦夷を制圧
するため

問7 律令制における「調」や「庸」の納入について、当時の農民にとって特に重い負担となった背景を説明したものとして、最も
適切なものはどれですか。 （2016年　富山県公立入試　類似）

1.  収穫した産物を村の倉に納める
だけで済んだが、その収穫量その
ものが過大であった。

2.  都で消費される製品にするた
め、農閑期を利用して現地の役所
で作り直す必要があった。

3.  納める品物を準備するだけでな
く、それらを自ら都まで歩いて運
ばなければならなかった。

4.  都へ運ぶための輸送費を、あら
かじめ「租」の一部として余分に
徴収されていた。

問8 奈良時代、聖武天皇の招きに応じて唐から日本へ渡ろうとし、5度の失敗と失明を乗り越えて来日を果たした僧侶は誰ですか。
両目を閉じ、静かに座った姿の彫像が安置されている、彼が建立した唐招提寺の歴史的背景をもとに答えなさい。 （2025年　島根公立

入試　類似）

1.  鑑真 2.  行基 3.  道鏡 4.  空海

問9 律令国家が成立した時代、人々の生活と税制度の関係について述べた文として、当時の仕組みを正しく説明しているものはど
れですか。 （2022年　滋賀公立入試　類似）

1.  戸籍に基づいて6歳以上の男女
に口分田が与えられ、その収穫か
ら稲を納める「租」が課された。

2.  有力な農民に土地の私有が認め
られる代わりに、収穫した稲をす
べて都へ運ぶ義務が生じた。

3.  防人として九州の警備にあたる
者は、その見返りとして「租」の
負担がすべて免除された。

4.  都での大規模な土木工事に従事
する代わりに、特産物を納める
「調」が免除される仕組みがあっ
た。
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答え合わせ・解説

問1 答え 3
唐

日本は7世紀初めから遣隋使を送り、隋が滅んだ後は唐に使節（遣唐使）を送りました。唐の優れ
た政治制度や文化は、当時の日本の国づくりに大きな影響を与え、国際色豊かな「天平文化」など
が発展するきっかけとなりました。

問2 答え 1
正倉院

奈良県の東大寺に位置する正倉院は、聖武天皇ゆかりの品々や、当時の日本が交流していた大陸の
文化を伝える貴重な宝物を収蔵しています。湿気を防ぐための高床式、特に三角形の木材を組み上
げた校倉造（あぜくらづくり）という建築様式が特徴です。

問3 答え 1
租

律令制における「租」は、土地（口分田）を対象に課された税です。班田収授法によって配分され
た口分田の面積に基づき、収穫した稲を納めました。納められた稲は、主に地方（国府など）の財
源や飢饉に備えた備蓄として利用された点が、都へ運ばれた「調」や「庸」との大きな違いです。

問4 答え 1
① 口分田　② 墾田永年私財法

律令制度の下では、公地公民の原則に基づき、人々に一定の農地を分け与えて税を徴収する仕組み
が整えられました。このとき支給された農地が口分田です。その後、人口増加による土地不足が深
刻化したため、政府は開墾を奨励するために三世一身の法を経て、743年に墾田永年私財法を出
し、開墾した土地を永久に自分のものにすることを認めました。

問5 答え 1
天皇を中心とする朝廷が日本を統治する
正当性や、国家の成り立ちを対内外に示
すため

奈良時代は律令国家としての体制が整えられた時期であり、一国家としての歴史を公式に記録する
必要がありました。『日本書紀』は、神話の時代から続く天皇の系譜を整理することで、朝廷によ
る統治の由来を明確にし、日本の国としての成り立ちを国内外に示すことを意図して編纂されまし
た。

問6 答え 1
仏教の力を用いて、疫病や災害などの社
会不安を解消し、国家の安定を図るため

当時の社会は天然痘の大流行や凶作、貴族間の対立といった困難に直面していました。聖武天皇は
これらの社会的な混乱を解決するために仏教を重視し、国家の安泰を祈願して大仏の造立や全国的
な寺院建立を行いました。これは宗教的な権威によって天皇を中心とする統治体制を強化する狙い
もありました。

問7 答え 3
納める品物を準備するだけでなく、それ
らを自ら都まで歩いて運ばなければなら
なかった。

律令制下の税のうち、地方の特産物を納める「調」や、布を納める「庸」は、納税者である農民が
自ら都まで運んで納める義務がありました。これを運脚（うんきゃく）と呼びます。往復の道中で
の食料も自分で用意しなければならず、遠方の国から都へ向かう農民にとって、この運搬作業は生
活を破綻させ、行き倒れる者が出るほど過酷な負担となっていました。

問8 答え 1
鑑真

鑑真は唐の時代の高僧で、日本の仏教の秩序を整えるために必要な「戒律」を伝える目的で来日し
ました。当時の航海は命がけであり、何度も遭難を繰り返して視力を失いましたが、不屈の精神で
来日を成功させました。平城京に唐招提寺を建立し、日本の仏教の発展に大きく貢献しました。

問9 答え 1
戸籍に基づいて6歳以上の男女に口分田
が与えられ、その収穫から稲を納める
「租」が課された。

律令国家は戸籍によって人民を把握し、班田収受法によって口分田を貸し与えることで、租税の基
盤を整えました。口分田を与えられた農民には「租」として稲を納める義務があり、この仕組みに
よって国家は安定した食料供給と地方行政の運営を目指しました。他の選択肢にある土地の永年私
有や租の全免除は、当時の基本原則とは異なります。


